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は じ め に
熱 帯 雨 林 の 減 少 ・ 分 断 化 が 急 激 に 進 み ， 二 次 林 や プ ラ ン テ ー シ ョ ン が 増 え て い る . こ う い っ た
植 生 の 変 化 が 晴 乳 類 相 に 与 え る 影 響 に つ い て の 研 究 例 は ， 東 南 ア ジ ア で は 少 な い . 特 に ， 狭 い 地
域 内 の 異 な る 植 生 間 で ， 植 生 の 選 好 性 を 検 証 し た 例 は 乏 し い . コ ウ モ リ 類 は ， 花 粉 媒 介 者 ・ 種 子
散 布 者 ・ 見 虫 捕 食 者 と し て 熱 帯 雨 林 に お い て 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る と 思 わ れ る が ， 植 生 の
変 化 が コ ウ モ リ の 多 様 性 や 密 度 ， 採 餌 行 動 に 与 え る 影 響 は ， ほ と ん ど 分 か つ て い な い .
本 研 究 で は ， 隣 接 し た ( コ ウ モ リ の 行 動 範 囲 内 と 考 え ら れ る ) 異 な る 植 生 間 で ， 植 物 食 コ ウ モ
リ を 中 心 に 種 組 成 を 比 較 し ， 各 種 ご と に 植 生 の 選 好 性 を 明 ら か に す る と と も に ， 各 植 生 に お い て
食 蜜 性 コ ウ モ リ が 送 粉 し て い る 植 物 を 推 定 す る こ と を 目 的 と し た .
方 法
マ レ ー シ ア ・ ボ 、ル ネ オ 島 の ラ ン ピ ル 国 立 公 園 と そ の 周 辺 の 5 k m X  1 5 k m の 範 囲 内 に 存 在 す る 4
種 類 の 植 生 ( 原 生 林 ・ 焼 畑 休 閑 林 ・ 果 樹 園 ・ オ イ ル パ ー ム プ ラ ン テ ー シ ョ ン ) に お い て ， か す み
網 に よ る 捕 獲 調 査 を 合 計 2 1 5 0 0 m
2
h 行 っ た . ま た ， 捕 獲 し た 植 物 食 コ ウ モ リ の 体 表 の 花 粉 を 採 集
し ， 属 レ ベ ノ レ で 、 同 定 し た .
結 果 と 考 察
5 科 2 4種 3 0 5 頭 の コ ウ モ リ が 捕 獲 さ れ ， 各 植 生 で 異 な る コ ウ モ リ 相 が み ら れ た . 植 物 食 コ ウ モ リ
の 生 息 密 度 ( 調 査 量 あ た り の 捕 獲 個 体 数 ) は 果 樹 園 と オ イ ル パ ー ム プ ラ ン テ ー シ ョ ン で は ， 原
生 林 や 焼 畑 休 閑 林 に 比 べ 3 倍 以 上 高 か っ た (χ 2= 126.4 ， p < 0.00 1) • 一方，植物食コウモリの多様
性 は ， 原 生 林 ( H '= 1. 77) や 焼 畑 休 閑 林 ( H'= 1. 6 8) や 果 樹 園 ( H'= 1.5 7 ) に 比 べ て オ イ ノ レ パ ー ム プ
ラ ン テ ー シ ョ ン ( H '=0.28) で 著 し く 低 か っ た . 食 果 性 の コ イ ヌ カ オ フ ノ レ ー ツ コ ウ モ リ C y n op terus
brachyotis は ， 果 樹 園 と オ イ ル パ ー ム プ ラ ン テ ー シ ョ ン で 有 意 に 多 く 捕 獲 さ れ た い く 0.00 1) . 食 蜜
性 の ヨ ア ケ オ オ コ ウ モ リ E o n y cteris spela e a と シ タ ナ ガ フ ノ レ ー ツ コ ウ モ リ M a c r o glossus m inim us  は 果
樹 園 で 多 く 捕 獲 さ れ ， E. spela e a は 有 意 に 多 か っ た い く 0 .0 0 1) . こ の よ う に ， 果 樹 や オ イ ノ レ パ ー ム
の 植 栽 等 の 植 生 改 変 は ， 特 定 種 の 植 物 食 コ ウ モ リ の 生 息 密 度 を 増 加 さ せ る 一 方 で ， コ ウ モ リ 相 全
体 の 多 様 性 を 低 下 さ せ る と 考 え ら れ た .
E. spela e a と M m i n i m u s の 体 表 に は M u sa ( Mu saceae ) や D u r io (  B o m bacaceae ) や Parkia
(Le伊 minosae) 等 ， 人 聞 が 植 栽 し た 果 樹 の も の と み ら れ る 花 粉 が 付 着 し て い た . こ の こ と か ら ，
食 蜜 性 コ ウ モ リ 2 種 の 捕 獲 効 率 が 果 樹 園 で 高 い 理 由 は ， そ の 場 所 で の 餌 利 用 に よ っ て 説 明 で き る と
考 え ら れ た . ま た ， 両 種 が 果 樹 園 に お い て 有 用 植 物 の 送 粉 に 貢 献 し て い る こ と が 示 唆 さ れ た .
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